


令和２年度の収支状況は、新型コロナウイルス感染症の影響による受診抑制等によって患
者数が大幅に減少しました。なお、行政から緊急支援策として、当該感染症にかかる支援金
等を受領し、当初、村上総合病院の移転新築事業による投資負荷費用の計上等により損失金
を計上しておりましたが、これを回避し利益金を計上することとなりました。
収入面では、当該感染症による大幅な患者減少により、収益の確保に困難を来しました。

この対策として、各施設での感染症対策の強化、当該感染症患者の受入れ、施設基準の上位
区分の取得、加算の算定等への取り組み強化に伴う診療単価アップ等により収益の確保に努
めました。
一方、費用面では、各施設での一般経費の削減・見直しによる圧縮をはかるとともに、本

部おいては、医薬品・診療材料の価格交渉強化に取り組み経費圧縮をはかりました。
また、未曽有の当該感染症に対し、行政と連携し感染症患者の受入れと体制整備を行った

ことにより、国・県・地元行政等から医療機関の支援として、多額の支援金を受領しました。
この結果、最終利益金は、12億３千８百万円余となり、計画損失金20億円余を32億６千５百
万円余改善することとなりました。

【主な取組み】

○村上総合病院の移転新築（令和２年12月開院）

○瀬波病院耐震化工事完了（令和２年９月）

○旧老健「水仙の家」の土地建物を他法人に譲渡（令和３年３月）

１. 令和２年度の概況
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令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により患者数は外来・入
院ともに大きく減少しました。

事業年度
2016年
(H28)

2017年
(H29)

2018年
(H30)

2019年
(R１)

2020年(R２)

計画 実績 計画比 前年度比

外来延べ患者数 2,070 2,125 2,114 2,054 2,109 1,893 ▲216 ▲161

入院延べ患者数 1,200 1,248 1,212 1,151 1,157 1,039 ▲118 ▲112

（単位：千人）
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２. 利用人員実績（延数）
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３. 施設別利用人員実績（延数）

（単位：人）



令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により患者数は外来・入院ともに大きく
減少し、事業損益は▲6,511百万円となりました。なお、新型コロナウイルス感染症患者受入れ
対応により、多額の支援金を受領し、当期利益金は1,239百万円の黒字となりました。

事業年度
2016年
(H28)

2017年
(H29)

2018年
(H30)

2019年
(R１)

2020年(R2)

計画 決算 計画比 前年度比

事業収入 84,568 89,599 89,498 89,123 91,086 85,989 ▲ 5,097 ▲ 3,134

事業費用 86,046 90,883 91,179 91,570 93,653 92,500 ▲ 1,153 930

事業利益 ▲ 1,478 ▲ 1,284 ▲ 1,680 ▲ 2,446 ▲ 2,566 ▲ 6,511 ▲ 3,945 ▲ 4,065

当期利益金 ▲ 834 505 ▲ 714 ▲889 ▲ 2,026 1,239 3,265 2,128

（単位：百万円）
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４. 決算数値

（単位：百万円）（単位：百万円）

※当期利益金のうちコロナ関連支援金約7,800百万円を含む
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５. 施設別決算数値
（単位：千円）
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ＪＡ新潟厚生連は以下の新型コロナウイルス感染症対策
を実施しています

１.従業員の衛生体制の強化

２.飛沫防止対策の徹底

３.感染症に対応するスタッフの配置

４.ＰＣＲ検査機器・サーモグラフィーカメラ等の整備

５.感染患者受入体制の確保

患者さんが安心・安全に受診していただけるよう、引き続き
取り組んでまいります

ＪＡ新潟厚生連は医療の需要と供給に見合った構造改革に取組みながら、
地域医療を堅持するため、持続可能な医療提供体制を維持してまいります。



ＪＡ新潟厚生連は、ＪＡ綱領のもとに医療・保健・高齢者

福祉活動を通じ、組合員・地域住民の「生命」と健康な暮

らしを守り、ゆたかな地域づくりに貢献します。

☞ 人口構造の変化に対応し、多くのみなさまから愛され、信頼される組織とし

て、 のスローガンの下、将来にわたり継続的な運営に

努めます。

☞ 運営の継続性と資源の効率化を作り出す体制を構築して、各特性や需要を踏

まえ地域医療を支えてまいります。
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